
高校生のインターネット利用状況についての基礎的検討

問　題
日本国内においてインターネットが本格的に導

入されて以来，社会への浸透は急速に進んできた
が，利用者についての統計を見ると，近年は若年
層の利用者の増大が顕著である。幼年期よりイ
ンターネットのある生活が当たり前となってい
る世代も生じ，その積極的なインターネットの
利用によりそれ以前の世代では見られなかった活
動・活躍が紹介されている（例えば，三村・倉又 , 
2009；Tapscott, 2009 栗原訳 2009）。そのような世
代にあるものは「デジタルネイティブ」と呼ばれ，
ある種世代間の違いが強調されており，社会の制
度や仕組みを変えるものとしてそのインターネッ
ト利用がポジティブなものとして捉えられてい
る。しかし，一方で，若年層のインターネット利

用には大きな懸念があるのも事実である。近年よ
く耳にする言葉として，いわゆる「学校裏サイト」，
「出会い系サイト」の問題やネット上でのいじめ
などがある。これらは青少年のインターネット利
用（特に携帯電話による）のネガティブな影響に
着目させるものであり，社会的な問題として若年
層におけるインターネット利用の在り方について
検討がなされている（例えば，加納 , 2008; 深谷 , 
2008）。そして，携帯電話によるインターネット
利用，あるいは携帯電話自体の利用制限まで視野
に入れ検討がなされ，また一部政策として実行さ
れている。インターネット利用によるポジティブ
な影響，ネガティブな影響はどちらも考えられる
ことであるが，利用の在り方，利用の制限を検討
するまでには実証的な資料が不足しているのも事
実である。そこで，本研究では，高校生（高専生）
のインターネット利用の状況について一つの資料
を提供するとともに，心理学的な観点から，特に
「対人不安」という概念を取り上げ，インターネッ
ト利用との関わりを検討する。
高校生のインターネット利用状況

Internet Use by Japanese High School Students with Reference to 
Social Anxiety and Gender.
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高校生のインターネット利用状況についての基礎的検討
― 対人不安傾向，性別を要因とした分析 ―†

  This study investigated the Internet use by Japanese high school students from a psychological 
perspective.  The results showed that Japanese high school students are very active in their use of 
the Internet on both mobile phones and personal computers.  In particular, female students, when 
compared with male students, tended to use the Internet more often for the formation of interpersonal 
relationships and social communication.  In addition, socially anxious boys and girls had stronger 
motives for using the Internet for reasons other than the formation of interpersonal relationships than 
non-socially anxious boys and girls.
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高校生はインターネットをどのくらい利用して
いるのだろうか。インターネットに接続する機器
として代表的なものは携帯電話とパーソナルコン
ピューター（以下，PC）である。文部科学省（2009）
により発表された「子どもの携帯電話等の利用
に関する調査」の結果によると，高校 2年生で
は，インターネットの接続は携帯電話によってな
されることが比較的多いようである。PCによっ
てインターネットを利用することを「ほとんどな
い」と回答した高校 2年生は約 40％であるのに
対して，携帯電話の場合は約 17％であり，その
違いが表れている。携帯電話は本来電話機である
が，青少年の利用状況をみるとメールの利用の方
が多い（1日 50件以上送受信する高校 2年生は
約 14％にもなっている）ことも携帯電話による
インターネット利用の多さにつながるであろう。
ただし，内閣府による「第 5回情報化社会と青少
年に関する意識調査」（内閣府政策統括官 , 2007）
の結果では，高校生の携帯電話と PCそれぞれに
よるインターネット利用時間の分布に文部科学省
（2009）程の違いは見られておらず，この点につ
いては更にデータを重ねていく必要がある。いず
れにしても，どちらの調査においても高校生のイ
ンターネット利用時間は「1時間以上 3時間未満」
程度の利用時間が比較的多い割合を占めていた。
インターネット利用状況を検討する際に，利用

時間などだけでなく，どのような目的・動機を持っ
てインターネットを利用しているのかという点を
検討することは重要であると思われる。メディア
の利用行動についてはその利用動機の影響が比較
的大きく，利用動機によってどのような結果が得
られるかということにも変化がみられると指摘さ
れている（Markus, 1994; 西村 , 2003, 2007; Ross, 
Orr, Sisic, Arseneault, Simmering, & Orr, 2009; Utz, 
2000）。
インターネット利用動機を構成する因子とし

て，西村（2003）はパソコン通信の利用動機尺度
を改変して調査した結果，「人間関係形成」「時間
つぶし」「電子メール利用」「情報活用」の 4つの
因子を得ている。また，金（2003）は，「自己表
現／交流的利用」「気晴らし／習慣的利用」「情
報的利用」「娯楽的利用」という 4つの因子を見
出している 1。内閣府政策統括官（2007）の調査

結果では，インターネットについての意識とし
て，人間関係の観点や自己表現，そして情報探索
といった点より尋ねており，どの年代においても
情報を得るためのツールとしてインターネットを
利用していることが示されている。また，文部科
学省（2009）の調査結果では，高校 2年生におい
て自己の情報発信としての利用として，「プロフ」
の利用の割合がそれより低い年代に比べ高いこと
を示している。高校生のインターネット利用動機
として自己表現・情報発信という観点は大事であ
ると考えられるので，本研究では金（2003）の尺
度を参考にし，尺度を構成することで，高校生の
インターネット利用動機の構造について検討を行
う。
対人不安，性別のインターネット利用への影響
対人不安は「現実のあるいは想像上の対人場面
において他者からの評価に直面したり、それを予
測することから生じる不安」という定義されるが
（Schlenker & Leary, 1982），そのような不安が多
くの対人場面で生じるパーソナリティ特性の人は
対人不安傾向が高いとされる。対人不安傾向の高
い人は日常の対面場面において高い不安を生じる
ことから，他者との関係の形成が阻害されやすい。
しかしながら，インターネットというメディアの
持つ特性である匿名性や，容姿や非言語的行動な
どの情報の欠如，自己呈示のしやすさなどが対人
不安傾向の高い人にとって有益に働くという指摘
がなされている（McKenna & Bargh, 2000）。他方
で，対人不安傾向の高い人がインターネットを利
用することで，インターネット依存などのような
問題のあるインターネット利用につながるとい
う可能性も示されている（例えば，Caplan, 2007; 
Morahan-Martin, 2007）。このように対人不安傾向
の高い人のインターネット利用は，正負両方の影
響が考えられる。しかし，インターネット利用と
対人不安傾向との関連を検討した研究においては
明確な関連が得られていない。例えば，西村（2003）
の調査結果によると，人間関係形成というイン
ターネット利用の動機に関して対人不安傾向と性
別の間の有意な交互作用が得られているものの，
対人不安傾向の主効果は有意ではなかった。そし
て，他の利用動機については有意な効果が得られ
ていない。ただし，インターネット利用（利用動
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機を含め）と対人不安傾向関連については，デー
タが少ない状況であり，両者の関連について結論
を出すためにより多様なサンプルで検討すること
が求められる。
インターネット利用に性差はみられるのだろう

か。インターネット利用時間などの側面について
文部科学省（2009）の調査結果によると，特に携
帯電話によるインターネット利用の場合，女子の
方が利用時間が長いことが見て取れる。どのよう
に利用するかという点に関しては，高校生はそれ
以前の年代（小学 6年生や中学 2年生）に比べ，
メールの利用率が高く，また，女子の方が男子よ
りも割合が高い。そして，「他人のプロフやブロ
グを見る」，「他人のプロフやブログなどに書き込
みをする」，「自分のプロフを公開する」といった
利用も，女子の方が男子よりも割合が高いものと
なっている。これらは自己表現，人間関係の形成，
そして他者とのコミュニケーションのためのイン
ターネット利用といった側面と強く関わると考え
られ，女子の方がインターネットを他者との関わ
りのために利用していることが推察される。さら
に，このような傾向はアメリカでも同様であり，
特に 15歳から 17歳の女子は，ソーシャルネット
ワーキングサイトにおけるプロフィールの公開の
割合が他の年代の男女，および同年代の男子と比
べてもかなり高いものとなっている（Lenhart & 
Madden, 2007） 。また，インターネットは初対面
の他者と知り合うきっかけの場を提供するが，初
対面の他者とインターネットで接触した人の割合
は，女子（12歳から 17歳）の方が男子よりも多
い（Fallows, 2007）。インターネットを情報探求
のために利用する場合，検索エンジンが使用され
ることが多いと考えられる。検索エンジンの利
用については，一般に男子の方が女子よりも多
くの人が利用しており，その頻度も多い（Smith, 
2005）。
本研究における予測
青少年にとって対人関係は重要な位置にあり，

本研究では，インターネット利用状況，インター
ネット利用動機とともに，実際にインターネット
利用により形成された人間関係と対人不安，およ
び性別との関係も検討することとする。
対人不安傾向の高い人に対して，インターネッ

トのメディア特性が寄与するものが多いとする
と，対人不安傾向の高い人の方が，低い人よりも
インターネットの利用量は増加し，他者との関わ
りのために利用し，その結果，実際に関係を形成
する他者の人数が多いことが予測される。
性別に関しては，利用量については明確な予測
はできないが，女子の方が男子よりも自己表現や
他者との関わりのためのインターネット利用動機
は強く，インターネット上で関係を形成する他者
の人数が多いことが予測される。反対に男子は女
子よりも情報探求のための利用動機が高いことが
予測される。
他者との関わり・コミュニケーションへの動機
が女子の方が高いことを考えると，日常の対面場
面での他者との関わりを苦手とする女子の対人不
安傾向の高い人にとって，よりインターネット利
用の恩恵があるかもしれない。そのため，他者と
の関わりのためのインターネット利用動機とイン
ターネットにより実際に形成された他者の数につ
いては，対人不安傾向の高い女子が他の群よりも
高い（多い）という交互作用効果が得られること
も予測される。

方　法
調査対象
15歳から 18歳の高校生（高専生）の男女 824
名（男子 412名，女子 412名）に対し調査を実施
した。調査対象の平均年齢は 17.04歳であった。
調査の実施はインターネット調査会社に委託した
ため，そのモニターが対象となった。修正版相互
作用不安尺度の得点から中央値（Me＝24.56）を
算出し，それ未満の回答者を低対人不安群（M＝
19.04，SD＝4.10，以下，LSA群），中央値以上の
得点の回答者を高対人不安群（M＝29.16，SD＝
3.01，以下，HSA群）とした。
調査内容
インターネット利用状況　携帯電話および PC
のそれぞれでインターネットを利用する 1週間あ
たりの日数，1日あたりの時間をたずねた。さら
に，携帯電話，PCのそれぞれによるインターネッ
ト利用経験年数を尋ねた。
インターネット上の人間関係状況　インター
ネット上で初めて知り合った同性・異性の人数と
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インターネットで知り合った後，実際に対面（以
下，オフライン）で会ったことのある同性・異性
の人数を尋ねた。人数の尋ね方は安藤・坂元・鈴木・
小林・橿淵・木村（2004）を参考に，「いない」「1人」
「2～ 3人」「4～ 6人」「7～ 10人」「11～ 15人」
「16～ 20人」「21人以上」の 8段階で回答させた。
インターネット利用動機尺度　金（2003）によ

り作成された尺度を参考にし，金（2003）で用い
られた 19項目に「メール利用」に関する 3項目
（「友人とメールで気軽にコミュニケーションする
ため」，「相手が不在でもいつでもメールを伝えら
れるため」，「いろいろな人とメールでやり取りを
するため」）を足した 22項目の尺度を使用した。
小林・天野・正高（2007）によると，近年の携帯
電話の利用において，中高生，大学生層は特にメー
ルの利用の頻度が高いという調査結果があること
から，これらの 3項目の追加を行った。「まった
くあてはまらない」（１）から「とてもよくあて
はまる」（４）の 4段階尺度で回答させた。
修正版相互作用不安感尺度　岡林・生和（1991）

が Leary（1983）の尺度を翻訳、修正したもので
ある。項目数は７項目であり、「まったくあては
まらない」（１）から「とてもよくあてはまる」（5）
の 5段階評定で回答を求めた。本研究では、この
尺度を対人不安傾向の指標とした。この尺度の項
目例は、「私は知らない人の集まりの中にいると、
いつも居心地が悪い」、「私は偉い人に話しかける
時、いつも緊張する」、「私は同性の人でも、あま
り親しくない人と話すと時々緊張する」などであ
る。
デモグラフィック変数　性別，年齢，居住地域

などを尋ねた。

結　果
インターネット利用状況
高校生（高専生）のインターネット利用状況

を把握するために，調査対象全体，および性別
ごとのインターネット利用経験年数（携帯電話，
PC），一週間当たりのインターネット利用日数，
一日当たりのインターネット利用時間の度数分布
を Figure1から Figure6までにまとめた。
インターネット利用経験年数を見ると（Figure1, 

2参照），携帯電話の場合 4年未満の経験年数が

大半を占めている。男女別に見ると，女子の方が
経験年数の多い人がやや多くなっている。PCの
場合は，全体として携帯電話によるインターネッ
ト利用よりも経験年数が長くなっていた。50％を
超えるのは 6年以上 8年未満のクラスであり，そ
れより経験年数が長い人もおよそ 30％いる。そ
して，この傾向は男女であまり違いがなかった。
一週間当たりの利用日数を見ると（Figure3, 4
参照），携帯電話でも PCでもほとんどの回答者
が毎日インターネットを利用している。ただし，
携帯電話によりインターネットを利用しないとい
う回答者は全体で約 13％おり，PCに比べて多く
なっている。男女でこの傾向に違いは見られな
かった。
最後に，一日当たりのインターネット利用時間
を見ると（Figure5, 6参照），携帯電話の場合，1
時間未満の利用時間の人が 40％近くおり，2時間
未満までが半数以上を占めている。しかし，それ
より長く利用している人も 40％近くおり，特に
女子の方が携帯電話によるインターネット利用時
間が長くなっていた。PCによるインターネット
利用時間は携帯電話よりも長く 4時間未満のクラ
スで 50％を超えていた。PCの場合男女による差
はあまり見られなかった。
次に，一日当たりのインターネット利用時間（携
帯電話，PC）を性別，対人不安傾向の群別に平
均利用時間を算出し，Table1に示した。インター
ネットの利用について性別と対人不安傾向がどの
ような影響を与えているかを検討するために，携
帯電話，PCのそれぞれのインターネット利用時
間ごとに，性別（男子，女子）と対人不安傾向（LSA
群，HSA群）の 2要因の分散分析を行った。そ
の結果，携帯電話のインターネット利用時間では，
性別の主効果および交互作用が有意であった（性
別の主効果：F（1,820）＝25.22, p<.01；交互作用：
F（1,820）＝5.82, p<.05）。交互作用について単純
主効果の検定を行ったところ，有意であったのは，
HSA群における性別の単純主効果（pHSA群における性別の単純主効果（pHSA群における性別の単純主効果（ <.01）と女
子における対人不安傾向の単純主効果（p子における対人不安傾向の単純主効果（p子における対人不安傾向の単純主効果（ <.05）
であった。HSA群においては，女子（M＝2.92）
の方が男子（M＝1.36）よりも有意に携帯電話に
よるインターネット利用時間が長く，女子におい
て HSA群（M＝2.92）の方が LSA群（M＝2.28）
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Figure 1 インターネット利用歴（携帯電話） Figure 2 インターネット利用歴（PC）

Figure 3 インターネット利用日数（携帯電話） Figure 4 インターネット利用日数（PC）

Figure 5 インターネット利用時間（携帯電話） Figure 6 インターネット利用時間（PC）

Table 1 一日当たりのインターネット平均利用時間（携帯電話，PC）
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よりも有意に利用時間が長いことが示された。
PCによるインターネット利用時間に対する分

析結果は，対人不安傾向の主効果および交互作
用が有意であった（対人不安傾向：F（1,820）＝
15.23, p<.01；交互作用：F（1,820）＝6.78, p<.01）。
交互作用について単純主効果の検定を行ったと
ころ，有意であったのは，LSA群における性別
の単純主効果（pの単純主効果（pの単純主効果（ <.05）と女子における対人不安
傾向の単純主効果（p傾向の単純主効果（p傾向の単純主効果（ <.01）であった。LSA群に
おいては男子（M＝3.33）の方が女子（M＝2.68）
よりも有意に PCによるインターネット利用時間
が長く，女子においては HSA群（M＝4.02）の
方が LSA群（M＝2.68）よりも有意に利用時間が
長いことが示された。
インターネット利用動機
高校生（高専生）のインターネットを利用する

動機を検討するために，インターネット利用動機
尺度への回答を求めたが，まず，項目の分布の検

討を行った。その結果を踏まえ 22項目すべてに
対して因子分析を行った。最尤法により因子抽出
を行い，スクリープロットを確認したところ，4
因子が妥当と判断された。4因子に対しプロマッ
クス回転を行い，Table2に示した結果が得られた。
因子の解釈，得点の算出には，因子負荷量が .40
以上であり，他の因子には .40未満であることを
基準として項目を採用した。その結果，6項目が
分析から省かれ，残りの 16項目が採用された。
項目より因子の解釈を行ったが，第 1因子を「自
己表現」の因子，第 2因子が「娯楽的利用」の因子，
第 3因子が「メールでの交流」の因子，第 4因子
が「知識増大」の因子として解釈された。採用さ
れた項目の得点を合計することで各因子の尺度得
点とした。
各下位尺度の信頼性について検討するために，
クロンバックの a 係数を算出したところ，「自己
表現」が a＝.81，「娯楽的利用」が a＝.79，「メー

Table 2 インターネット利用動機尺度の因子分析結果
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ルでの交流」が a＝.83，「知識増大」が a＝.76
であった。十分な信頼性があると判断された。
因子分析の結果得られたインターネット利用動

機の下位尺度を性別，対人不安傾向の群別に平均
値を算出したものを Table3に示した。下位尺度
の得点ごとに性別と対人不安傾向の 2要因の分散
分析を行った。
「自己表現」に対する分析の結果，性別と対人
不安傾向のそれぞれの主効果が有意であった（性
別：F（1,820）＝14.78, p<.01；対人不安傾向：F
（1,820）＝22.86, p<.01）。高校生（高専生）がイン
ターネットを自己表現のために利用する傾向は，
男子（M＝10.62）よりも女子（M＝11.77）の方
が高かった。また，HSA群（M＝11.86）の方が
LSA群（M＝10.52）よりも有意に得点が高いこ
とも示された。

 次に，「娯楽的利用」に対する分析の結果，
対人不安傾向の主効果のみが有意であった（F
（1,820）＝28.47, p<.01）。HSA 群（M＝14.06） の
方が LSA群（M＝13.09）よりも娯楽的利用のた
めにインターネットを使用する傾向が有意に高
かった。
「メールでの交流」についての分析の結果，性
別と対人不安傾向のそれぞれの主効果が有意で
あった（性別：F（1,820）＝15.10, p<.01；対人不
安傾向：F（1,820）＝5.91, p<.05）。インターネッ
トをメールにより他者と交流するために利用する
傾向は，女子（M＝7.83）の方が男子（M＝7.20）

よりも有意に高かった。また，LSA群（M＝7.67）
の方が HSA群（M＝7.36）よりも有意に高いこ
とも示された。
最後に，「知識増大」に対する分析の結果，
対人不安傾向の主効果のみが有意となった（F
（1,820）＝15.75, p<.01）。インターネットを自分の
知識を増大させるために利用する傾向は，HSA
群（M＝9.30）の方が LSA群（M＝8.70）よりも
有意に高いことが示された。
インターネット利用による人間関係の形成
高校生（高専生）のインターネット利用につい
ての検討として，形成されたインターネット上で
の人間関係の数をたずねた。各回答カテゴリー
の度数をまとめたものが Table4に示されている。
インターネット上のみの関係の場合，相手が同性
であっても異性であってもおよそ半数の回答者が
少なくとも一人以上は関係を形成した他者がいる
と回答していた。相手がいる人の人数の分布につ
いては，各カテゴリーに渡って広く分布していた。
同性の場合は 21人以上関係を形成した他者がい
るという回答者がおよそ 10％おり，非常に活発
にインターネット上で人間関係を形成している高
校生（高専生）が少なからずいることを示してい
る。
一方，インターネット上で出会い，さらにオフ
ラインで実際に対面した相手の数については，同
性であっても異性であってもおよそ 80％の回答
者が「いない」と回答していた。そのような相手

Table 3 インターネット利用動機の下位尺度の群別平均得点
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がいたとしても 1人，もしくは 2～ 3人であり，
それ以上のカテゴリーになるとかなり少数であっ
た。
インターネット上で形成された人間関係の数を

たずねたが，インターネット上のみの関係にして
もオフラインで実際に会うまでになった関係にし
ても，また，異性にしても同性にしても「いない」
と回答した回答者が多いため，それぞれの関係の
有無に回答カテゴリーをまとめた。さらに関係の
種類ごとにそれぞれの度数を性別と対人不安傾向
の高低の群別にまとめたものを Table5に示した。
関係を形成した回答者の比率に対する性別と対

人不安傾向の影響を検討するために，関係の種類
ごとに逆正弦変換法による c 2分布を利用した分
散分析（森・吉田 , 1990 p.195）を行った。インター
ネット上のみの関係である同性の知人に対する分
析の結果，性別の主効果のみが有意であった（c 2

＝37.39, df＝1, p<.01）。女子の方が男子よりもイ
ンターネット上のみの同性の知人との関係を形成
している割合が高いことが示された。
次にインターネット上のみの関係である異性の
知人に対する分析の結果，性別の主効果および性
別と対人不安傾向の交互作用が有意となった（性
別：c 2＝15.39, df＝1, p<.01；対人不安傾向：c 2＝

Table 4 インターネット利用による形成された人間関係の人数

Table 5 インターネットによって形成された人間関係の有無
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4.50, df＝1, p<.05）。性別の主効果は，女子の方が
男子よりもインターネット上のみの異性の知人と
の関係を形成している割合が高いことを示してい
る。交互作用について単純主効果の検定を行った
ところ，HSA群において性別の単純主効果が有
意であり（p意であり（p意であり（ <.05），LSA群においては男女でその
割合に差がないのに対し，HSA群では有意に女
子の方が男子よりも関係を形成している割合が
高かった。また，有意傾向ではあるが，女子に
おいて対人不安傾向の単純主効果が見られた（pおいて対人不安傾向の単純主効果が見られた（pおいて対人不安傾向の単純主効果が見られた（
＝.06）。女子において LSA群よりも HSA群の方
が有意に関係を形成している割合が高いことを示
している。
インターネット上で出会いオフラインで実際に

会った同性の知人の数についての分析の結果，性
別の主効果のみが有意であった（c 2＝13.82, df＝1, 
p<.01）。つまり，女子の方が男子よりも有意に関
係を形成した割合が高かった。
最後に，オフラインで実際に会った異性の知人

の数についての分析の結果，対人不安傾向の主効
果のみが有意であった（c 2＝4.22, df＝1, p<.05）。
つまり，LSA群の方が HSA群よりも有意に関係
を形成した割合が高かった。

考　察
本研究におけるインターネット利用の結果
本研究では高校生（高専生）のインターネット

利用状況（インターネット利用動機，インターネッ
トでの人間関係の形成）について検討を行ったが，
インターネット利用歴・利用時間から考察を進め
ていく。
本研究で得られたサンプルのインターネット利

用歴は，内閣府政策統括官（2007）の調査結果に
おける分布と比較してみると，携帯電話によるイ
ンターネット利用については概ね同様であった 2。
PCの場合は男女ともにより長いものとなってい
た。また，一週間当たりの利用日数を見ても，携
帯電話のインターネット利用に比較して，PCの
方が 7日と回答した人の割合が高い。高校生にお
いて携帯電話によるメールなどのインターネット
利用が多いという他の調査結果がみられることを
考えると，本研究の調査においては PCを主に利
用する利用者がサンプルに多いことが考えられ

る。この点については利用時間からもうかがえる。
文部科学省（2009）の調査結果では，携帯電話の
インターネット利用の方が PCの場合よりも長い
ことが示されているが，本研究で得られた結果で
はPCの方が利用時間の長い人の割合が多かった。
性別による違いを見てみると，内閣府政策統括
官（2007）の調査結果では，女子の方が男子より
も PCか携帯電話かにかかわらずインターネット
の経験年数が長かった。本研究の場合も携帯電話，
PCの両方で女子の方が若干長い経験年数となっ
ており，この点は先行の調査と一致していた。イ
ンターネットの利用時間については，携帯電話の
インターネット利用時間は女子の方が男子よりも
長いものとなっており，内閣府政策統括官（2007）
および文部科学省（2009）の結果と一致している。
一方で PCの場合は男女でそれほど大きな違いは
なかった。文部科学省（2009）の調査結果では若
干男子の方が女子より利用時間が長い傾向を示
し，内閣府政策統括官（2007）の調査結果では女
子の方が長い時間（2時間以上）利用する人の割
合が多かったことから三者とも異なる結果となっ
ており，高校生（高専生）のPCによるインターネッ
ト利用時間の性差については別の調査結果，ある
いは今後の調査結果とも併せて検討していく必要
がある。
対人不安傾向と性別を含めたインターネット利
用時間の分析の結果，携帯電話でも PCでも対人
不安と性別の交互作用が有意であった。インター
ネット利用時間についての両要因の影響は明確に
予測されなかったが，結果は携帯電話においても
PCにおいても女子において HSA群の方が LSA
群よりもインターネットの利用時間が長いという
ことが示された。本研究では具体的なインター
ネット利用の中身およびその時間については尋ね
ていないので，どのような利用を行うことで利用
時間が長かったのかが不明である。ただし，問題
のセクションにおいて述べたように女子（女性）
のインターネット利用は他者との関わり・コミュ
ニケーションのための利用が多く，対人不安傾向
の高い女子はインターネットによる他者との関わ
りにメディア特性のメリットを感じる可能性が高
い。そのため，対人不安傾向の高い女子はインター
ネット利用時間が長くなるということは考えられ
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るだろう。他者と関わるためのインターネット利
用の結果，対人不安傾向を低減させる可能性が示
唆されている（McKenna, Green, & Gleason, 2002; 
西村 , 2007; Roberts, Smith, & Pollock, 2001; 坂元・
磯貝・木村・塚本・春日・坂本 , 2000）。しかし
他の研究においては問題のあるインターネット利
用につながる可能性も示されており，本研究で得
られた対人不安傾向の高い女子の長い利用時間が
結果として当人に何をもたらすかは結論づけるこ
とはできず，更なる検討が必要である。
インターネット利用動機について
インターネット利用動機については金（2003）

の尺度に項目を追加し，高校生（高専生）におけ
るインターネット利用動機の構造についてまず検
討を行った。その結果，「自己表現」「娯楽的利用」
「メールでの交流」「知識増大」の 4つの因子が得
られた。「自己表現」「知識増大」は金（2003）によっ
て得られた「自己表現／交流的利用」「情報的利用」
「娯楽的利用」因子とほぼ同様であったが，「気晴
らし／習慣的利用」因子がみられなくなり，代わ
りに他者との交流，特にメールで交流するという
「メールでの交流」の因子が得られた。西村（2003）
においても「人間関係形成」の因子が得られてい
ることから，他者との関わりのための利用の因子
が単独で抽出されることも考えられたが，メール
の利用が強調されている。中高生や大学生といっ
た若者のインターネット利用（特に携帯電話によ
る利用）はメールの利用の多さが顕著であり（小
林・天野・正高 , 2007），高校生にとって他者と
関わるインターネット上のツールはメールが中心
であることからこのような因子が得られたと考え
られる。
これらの 4つの因子について，対人不安傾向と

性別の効果を検討したが，対人不安傾向の主効果
が 4つの因子全てに有意となった。しかし，自己
表現，娯楽的利用，知識増大については HSA群
の方が LSA群よりも有意に高い得点であったが，
メールでの交流については，逆に LSA群の方が
HSA群よりも有意に高い得点となっていた。こ
の結果からすると対人不安傾向の高い人は他者と
の関わりを持つような利用ではなく，むしろ他者
とかかわらない活動をするためにインターネット
を利用していると解釈できる（「自己表現」には

結果的に他者との関わりが生じることもありうる
が ）。Kraut, Kiesler, Boneva, Cummings, Helgeson, 
& Grawford（2002）は，外向的な人がインター
ネットを他者との関わりの場として積極的に利用
することでよりネットワークが拡大することを示
しており，本研究の結果はこの結果と一致すると
も考えられる。しかし，携帯電話でのメールのや
り取りは既存の人間関係の相手と行われることが
中心であり，先述のように中高生のインターネッ
ト利用が携帯電話によるメール利用を中心として
いるとすると，メールでの交流因子は既存の人間
関係を前提とした因子であるとも思われる。イン
ターネットが新たな出会いの場を提供するのだと
すると，未知の他者との関わりが生じることとな
り，対人不安傾向の高い人にとってはその方がメ
リットになるとも考えられる。ただし，Kraut et 
al. （2002）の結果からするとそれでも逆の予測が
成り立つことになるが，いずれにせよ，本研究に
おいて抜け落ちてしまった可能性のある未知の他
者との関係形成のための利用動機という因子を抽
出できる尺度構成を行い，対人不安傾向との関連
を検討することが今後の課題となる。
性別の効果として自己表現とメールでの交流に
有意な主効果が得られた。いずれも女子の方が男
子よりも高い得点となっており，先行研究と一致
する結果であった。インターネット利用に関して
は，女子の方が他者との関わりのための利用を積
極的に行っている。ただし，予測されたような対
人不安傾向との交互作用は見られなかった。メー
ルでの交流因子に関しては前述の理由が同様に適
用されると考えられる。しかし，自己表現につい
ては対人不安傾向の高い女子にとってインター
ネットを利用することが特にメリットと感じら
れ，自己表現のためにより多く利用される可能性
があったが，そのような結果は得られなかった。
他者との関係やコミュニケーションの動機づけが
もともと高い女子にとって，対人不安に関係なく
インターネットは自己表現の場として認識される
のかもしれない。
インターネットで形成された人間関係
本研究では，高校生（高専生）のインターネッ
ト上での人間関係形成のあり様を理解するため
に，インターネット上のみで展開されている同
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性，異性の他者との関係，および実際にオフライ
ンで会うにまで至った同性，異性の他者との関係
の人数をたずねた。その結果，インターネット
上で初めて出会い，関係を形成した他者がいる人
の割合は，相手が同性の場合男子でおよそ 40％，
女子でおよそ 60％となっていた。相手が異性の
場合は若干その割合が下がるが，いずれにせよ
Lenhart & Madden（2007）の調査結果よりもかな
り高い割合となっている。プロフや SNSの浸透
が Lenhart & Madden（2007）の調査時期（2006年）
よりも進んでいることも一つの理由であるかもし
れない。男女の違いについては Lenhart & Madden
（2007）の結果と同様に，女性の方が見知らぬ他
者とインターネット上で接触する割合が高かっ
た。インターネット利用法，そしてその目的にお
ける男女の違いがこの差の理由になると考えられ
る。
オフラインで実際に会ったことがある同性，異

性の知人に関しては，その割合はかなり低くなる。
しかし，相手が同性である場合は，それでも女子
で 30％弱，男子で 20％弱存在した。そして，相
手が異性の場合であっても女子で 20％弱，男子
で 15％弱存在する。女子の方が男子よりも実際
にオフラインで逢う段階においても積極的である
ことがうかがえるが，いずれにせよ男女ともに決
して低くない数字である。もちろんどのような形
態で会ったのか（例えば，一対一なのか，オフ会
などのようにグループで出会ったのか）について
は不明であり，過度に危惧することは控えねばな
らない。その上で現状として認識する必要がある
だろう。
それぞれの形成された関係のカテゴリーについ

て，そのような相手が存在するか否かについてカ
テゴリーをまとめ対人不安傾向と性別の要因の影
響について検討を行った。先述の通り女子の方が
インターネット上での人間関係形成に積極的であ
るため，オフラインで実際に会った異性の他者以
外はすべて性別の主効果が有意であった。これは
予測を支持する結果である。
オフラインで実際に会った異性の知人について

は対人不安傾向の主効果が有意であり，LSA群
の方が HSA群よりも割合が高かった。最初にイ
ンターネットで出会ったとしても，オフラインで

他者と出会うことは，自己呈示の動機づけと自己
呈示の効力感の低下により不安は増大する。それ
が異性の場合はより顕著になるため，対人不安傾
向の高い人にとってはオフラインで実際に出会う
ことは一つの関門になることが考えられる。
インターネット上でのみ形成された異性の知人
については対人不安傾向と性別の交互作用が有意
であった。これは他者との関係の形成・コミュニ
ケーションへの動機づけの高い女子で対人不安傾
向も高い場合，インターネットが人間関係形成の
場としてより多くのメリットを感じさせ，それに
より人間関係を形成する可能性が高まるという予
測を支持する結果である。女子のみに限定された
がMcKenna & Bargh（2000）の指摘と適合する結
果であるといえるだろう。対人不安傾向の高い女
子は本研究においてインターネットの利用量が多
いことが示されており，異性の他者との関係形成
に寄与する要因になると考えられる。有意ではな
いがインターネット上のみの同性の知人と関係
を形成している割合は HSA群の女子が最も多く
なっており，同性，異性の違いはそれほど明確で
はない。オフラインで実際に会う段階になると対
人不安と性別の交互作用効果は割合だけ見ても存
在しないことがうかがえる。インターネット上で
関係を形成することとオフラインにまで関係を進
展させることは対人不安傾向の高い人にとってや
はり関門になるのかもしれない。
本研究のまとめと今後の課題
本研究では，高校生（高専生）のインターネッ
ト利用の状況を把握するために調査を行い，イン
ターネット利用日数や利用時間からインターネッ
ト利用の実態についてデータを示した。しかし，
一部については他の調査結果と適合しないものが
あり，またインターネットというメディアの変化
の激しさを考慮すると今後も実態把握の調査を続
けていく必要性がある。
また，高校生（高専生）のインターネット利用
に心理学的な側面から理解を深めるために対人不
安傾向，性別という観点から分析を進めた。その
中では，女子の，主に他者との関係形成・コミュ
ニケーションのための積極的な利用が見て取るこ
とができた。また，対人不安傾向というパーソナ
リティ特性がインターネット利用の量や利用動機
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に影響を与えていることが示された。対人不安傾
向という一つのパーソナリティ要因のみがイン
ターネット利用に影響を与えるという点につい
ては疑問も呈されていることから（西村 , 2003），
この点についてもより多くの証拠を積み上げ，高
校生の年代にのみあらわれることであるのか確か
める必要があるだろう。また，インターネット利
用動機は尺度の内容を見直し再検討することが望
まれる。
最後に，本研究ではインターネット利用により

形成された人間関係としてその人数を尋ね検討を
おこなったが，女子の積極的な関係形成が見て取
れた。また，対人不安の影響も一部に見られた。
本研究では，関係形成の有無のみに着目したが，
今後はそのように形成された関係への評価など当
人にとっての意味づけについて調査を行うこと
で，高校生にとってのインターネット利用の影響
についてより理解が深まると考えられる。

＜注＞
1 金（2003）は自分の利用形態を思い浮かべながら回答
していることを考慮し，「利用動機」と「利用後の効用」
を示すために，「利用動機・効用」と表現している。

2 内閣府政策統括官（2007）においては，携帯電話によ
るインターネット利用歴を直接尋ねておらず，携帯電
話を初めて利用した年齢のみを尋ねているので，正確
な比較とはなっていない。
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